
（別記様式第１２号）（第３の８関係） 

（諏訪地域） 

令和 4年度 地域発 元気づくり支援金事業総括書 

 

 

事 業 内 容  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 効 果  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

今後の取り組み 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※ 自己評価欄は、地域活性化に及ぼす事業効果について、以下から選択のこと。 
「Ａ」：予定を上回る効果が得られた 「Ｂ」：予定していた効果が得られた 
「Ｃ」：一定の事業効果はあったが事業実施方法や今後の活用等について、工夫や改善を要する点がある 

 

事業名 ふじみこども ACプロジェクト 

事業主体 

（連絡先） 

ふじみこども ACプロジェクト 

長野県諏訪郡富士見町落合 9976-8 

事業区分 (3)教育、文化の振興 

事業タイプ ソフト 

総事業費    1,294,700 円（うち支援金：785,000 円） 

 

①社会人、女性向けクラブの発足、

活動 

②子供教室の協力者発掘 

③合宿、大会の企画、実施 

※自己評価【 B 】 

【理由】 

・社会人、女性向けのクラブの会員が伸び悩んだ一

方、子供教室の協力者が増えたことで会員の伸びは

見込み通りとなった。 

・合宿、大会も参加者はコロナの影響で県外からの

参加が鈍ったが来年度の大学合宿の誘致に成功。 

【       

】 

  【目標・ねらい】 

 

① 社会人のクラグの活動が始まったことで全世代向けの活動が

できるようになったことで活動の幅が大きく広がった。 

② 支援金を活用して活動の備品、特に全世代向けの用品を揃え

ることができたため大人への対応が柔軟にできるようになった 

③ 子供の運営へ協力してもらうことで活動の幅が広がり会員数

は前年比 130％超を達成。大人だけでなく子供の活動への好循環

を生み出しました。 

④ 合宿、大会を企画し魅力を発信。富士見への訪問数が増えた

ことに加え 23 年は初めて同地域で大学の合宿の実施が決定。 

→町内企業に 200 万近くの売上見込 

大会も定期的に実施が可能となった。 

社会人向けの教室運営をスタートさせ、町内へのアーチェ

リーの普及、子供教室への理解を深める。 

その中から子供向け教室運営の協力者を発掘し活動の拡大

を目的として社会人向けの教室の活動を開始いたしまし

た。 

また地域に認知を高める為大会、合宿を誘致し活動をアピ

ール、地域の産業としての価値を見出していくことを目的

としました。 

・社会人教室、女性向け教室 

→会員合計 12名、子供教室 前年比 130％（新規 10 名） 

・合宿、大会の実施 

→合宿 計 40 名/大会 計 35 名 来年度大学の合宿誘致成

功 

 

・この 2年間の取り組みで子供、大人のクラブが確立することができたため社会人は自身のアー

チェリーを楽しむ一方で子供のクラブへの協力がより活発化することに重点を置いていきたい。 

今後は体験会の拡大、富士見町から諏訪地域全体へのアクションを起こすことでより活動の幅を

広げてまいります。 

また合宿の誘致を引き続き続け、来年度から産業として町への貢献につなげたい。 

地域活性化に貢献することができれば町での認知をより高まるといった循環を作り子供たちの

目的に沿ったクラブ運営、地域の理解を高め今後の活動の拡大、地域を巻き込んだ形を作り出し

ていきたい。 


